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ソフトウェアサービスの開発，提供，運用をコンシューマ，プロバイダ，開発者間で連続的に行う

CSSN(Continuous Service Supply Network)の概念を提案し，そのモデルを提案する． 

A Continuous Service Supply Network Model 
Mikio Aoyama† 

This article proposes a model of CSSN (Continuous Service Supply Network), which is intended 
to model the development, deployment and operation of software and services across organizational 
boundaries from consumers to providers and developers with continuity. 

 
1. はじめに 

クラウドコンピューティング，アジャイル開発，DevOps, 
CI (Continuous Integration), CD (Continuous Delivery)
などのソフトウェア開発，提供，運用の新たな基盤と技

術の台頭はソフトウェビジネス構造を問い直す契機とな

っている[4, 6, 12]．一方，我が国のソフトウェアビジネス

は多層階層構造として知られている．この構造は，ソフ

トウェア開発のサプライネットワーク SSN (Software 
Supply Network)として捉えることができる[3]．しかし，

従来の SSN はリアルタイムなサービス連携を含む連続

的モデルとはなっていない． 
本稿では，SSN の連携の連続性に注目し，CSSN 

(Continuous SSN) を Web やクラウドコンピューティング

上でのソフトウェアビジネス構造のモデルとして提示し，

その研究課題を議論する． 

2. SSN 
SSN はソフトウェアの開発，提供をハードウェアのサ

プライネットワーク [10]と対応付けたものである．”a 
series of linked software, hardware, and service 
organizations cooperating to satisfy market demands” と

定義されている[7]．この構造を，プロダクト構成を表す

Product Context と 提 供 プ ロ セ ス を 表 す Supply 
Network で表現する方法が提案されている． 

一方，ハードウェアのサプライネットワークのモデル

化では，次の 3 層の情報表現が必要とされている[5]． 
1) 戦 略 的 (Strategic), 2) 戦 術 的 (Tactical), 運 用

(Operational) 
この点から，Jensen ら[7]の SSN モデルは 3 層中の運

用のみに限られており，SSN としての表現が不十分で

あると考えられる． 
さらに，SSN の構成原理として，バリューチェイン

(VC: Value Chain)が提案されている[11]．VC は，Web
サービスの構成原理としても応用されている[9]． 

このような一連の研究成果は SSN のより深い理解と

モデル化，活用の必要性と可能性を示唆している． 

3. CSSN 
本稿では，クラウドコンピューティングや Web サービ

スを基盤とすることにより，システムや組織間でサービス

が連続的に協調可能である点に着目し，これを CSSN 
(Continuous SSN)と呼ぶ．CSSN は，SSN に対して連続

性に関して，図 1 に示す多次元の拡張となる． 
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図 1  SSN の多次元連続性への拡張 

 

(1) プロセス：開発，提供，運用，利用を通したプロセ

ス連続性 
(2) サービス：サービス構造を通した協調の連続性 
(3) 組織：サービスのコンシューマ，ブローカ，プロバイ

ダ，デベロッパなどの組織を通した連続性 
(4) 進化：上記の連続性に加え，コンシューマからプロ†南山大学 Nanzan University 
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バイダ，デベロッパを経て再びコンシューマへ至る

閉じたフィードバックループの形成により，環境や

要求の変化に対応する進化の連続性 

4. CSSN のモデル 
4.1. CSSN モデルが表現すべき特性 

CSSN のネットワークが様々な情報のフローを担うこ

とから，CSSN のモデルとしてフローネットワークを適用

する．CSSN のモデルとして，このネットワークは，次の 2
つの特性を表現できる必要がある．  
(1) サービスやソフトウェアの構成，提供，保守の実

現：ネットワークを介してコンシューマが要求する

サービスやソフトウェアの提供プロセスを表現でき

る ． こ れ を サ プ ラ イ ネ ッ ト ワ ー ク  (SN: Supply 
Network)と呼ぶ． 

(2) SN の制御：SN によってコンシューマが求める価値

を提供できるサービスを適切なコストや時間で提

供できるために，VC などの構成原理を利用して，

SN を構成できる必要がある．このネットワークをメ

タネットワーク(MN: Meta Network)と呼ぶ．MN は，

価値の他にデリバリ時間や信頼などの非機能要求

を満たすよう SN を構成できる必要がある． 
この結果，SN は要求などの変化に応じて，そのネッ

トワーク構成を動的に変更可能となる． 
4.2. CSSN の 2 層モデル 

CSSN のノードとアークを，それぞれ，アクタとフロー

と呼ぶこととする．上述の表現特性から，CSSN モデル

して図 2 に示す SN と MN から成る 2 層フローネットワ

ークを提案する．SN と MN のアクタとフローは独立にな

り，異なる役割を果たす．この結果，SN と MN は独立に

設計，構成，変更可能となる． 
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図 2  2 層 CSSN モデル 

 

(1) SN 層：SN 層はサービス，ソフトウェアのフローを実

行する．フローはサービスの提供，ソフトウェアの

移動，人によるプロフェッショナルサービスの提供

などのプラットフォームとなる． 
(2) MN 層：SN 層のサービスやソフトウェアの提供を制

御する．MN 層のアクタは制御を調整するための

プロトコルと SN 層のアクタを制御するインタフェー

スが必要となる[2]．さらに，コンシューマなどから

のフィードバックを通して，進化を制御する． 

5. まとめ 
CSSN の概念とそのモデルを提案した．今後，CSSN

モデルを実現できるアーキテクチャとその設計方法を

検討する．また，エコシステム[1, 8]や Linked Data[3]と
の関係も検討する． 
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